
小売業における労働災害発生状況と課題

長野労働局労働基準部健康安全課

1
※本資料の労働災害発生状況は、すべて新型コロナウイルス感染症の罹患によるものを除いたもの。



長野県における労働災害の現状

（休業4日以上の死傷災害）
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中長期的に
大きく減少

過去最少
1821人(H21)

近年は中期的に
増加傾向を
呈している

死傷者数の推移（昭和４８年～令和４年）
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人 人

死傷者数

死亡者数：H24を最小とし、10年間下げ止まり

平成13年
2,359 2,294

(新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く)

死傷者数の推移（平成12年～令和４年）
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主な「事故の型別」労働災害発生状況の推移（長野県・全産業）

課題１ ： 転倒や腰痛などの「行動災害」の増加が続く

転 倒

動作の反動・無理な動作
（腰痛など）

墜落・転落はさまれ・
巻き込まれ
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（全国・全産業）

【参考 】
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小売業における行動災害の割合（長野県）

作業行動災害割合 転倒災害割合

労
働
災
害
全
体
に
占
め
る
転
倒
災
害
や
行
動
災
害
の
割
合

（年）
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（ ）
297人（14％）

（ ）
226人（11％）

切れ・こすれ
141人（7％）

その他
427人（20％）

（ ）

323人（15％）

626人（29％）交通事故
95人（4％）

令和５年 事故の型別労働災害発生状況（速報値）
（全産業）

（全体：2,135人）
(新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く)

転 倒

墜落・転落
はさまれ・巻き込まれ
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9

小売業における「事故の型別」 災害発生状況（令和５年速報値・長野県）

※「転倒」が約半数を占める

（
37人（14％）

（ ）
13人（5％）

切れ・こすれ
10人（4％）

その他 36人（14％）

15人（6％）

121人（47％）

交通事故
25人（10％）

（全体：257人）
(新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く)

転 倒

墜落・転落

はさまれ・巻き込まれ

動作の反動・無理な動作



（高年齢労働者は、若年層に比べ、災害発生率が高く、被災した場合の休業期間も長い傾向にある）

年齢別労働災害発生状況の推移（全国・全産業）

課題２ ： ６０歳以上の労働災害の増加が続く
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～20歳 40人（2％）

（全体：2,135人）

50～59歳
539人（25％）

70歳～ 208人
（10％）

(新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く)

60歳～69歳
454人（21％）

40～49歳
344人（16％）

30～39歳
281人（13％）

20～29歳
269人（13％）

～20歳 4人（2％）

（全体：257人）

50～59歳
72人（28％）

70歳～
32人（12％）

(新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除く)

60歳～69歳
68人（26％）

40～49歳
24人（9％）

30～39歳
29人（11％）

20～29歳
28人（11％）

令和５年 年齢別労働災害発生状況 （速報値）

（全産業）
６０歳以上の労働災害 : 31%

（小売業）
６０歳以上の労働災害 : 38%
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転 倒 災 害 防 止
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【全国】
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（中災防）
（日本整形外科

学会）
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STOP！冬季労働災害
～転ばぬ先の「靴選び」と「凍結防止」を～

18



高年齢労働者の災害防止
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【 参 考 】エイジフレンドリー補助金
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